
一
日
も
早
い
座
間
版

ネ
ウ
ボ
ラ
ル
ー
ム
の
設
置
を
期
待
！

平成29年 （2017年） ８月１日 第181号　 (4) 
　

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
選
挙
区
変
更

に
当
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

区
割
り
案
は
、
７
月
中
旬
に
は

施
行
さ
れ
る
見
通
し
で
、
そ
の
後

の
総
選
挙
で
は
、
相
模
が
丘
地
域

と
そ
の
他
の
地
域
の
二
つ
の
選
挙

区
で
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
区
割
り
の
変
更
に
伴
う
課

題
を
洗
い
出
し
、
順
次
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

法
律
施
行
後
、
広
報
ざ
ま
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。
選
挙
時
に
は
啓
発
用
広

報
紙
で
の
周
知
や
相
模
が
丘
地
域

の
方
に
は
入
場
整
理
券
に
周
知
用

チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
予
定
で
す
。

選
挙
公
報
は
、
選
挙
区
別
に
異
な

る
公
報
を
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
誤
配
布
が
な
い
よ
う

綿
密
に
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
は
、
市
役
所
１
階

の
市
民
サ
ロ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
誤
投
票
を
防
ぐ
た
め
、
市
役

所
内
に
新
た
な
投
票
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
必
要
で
す
。
開
票
は
、
こ

れ
ま
で
１
系
統
で
行
っ
て
い
た
小

選
挙
区
、
比
例
代
表
、
国
民
審
査

の
開
票
作
業
ラ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

２
系
統
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
の
調
整
を

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

有
権
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

適
正
な
選
挙
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

入
谷
地
区
は
、
相
模
が
丘
地
区

に
次
い
で
２
番
目
に
人
口
が
多
い

地
域
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
を
望
む
声
が
非
常
に

多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
場
所
が
あ
れ

ば
地
域
の
き
ず
な
も
生
ま
れ
、
ま

た
、
災
害
時
の
地
域
の
防
災
拠
点

に
も
な
り
ま
す
。
入
谷
地
区
に
は

多
く
の
神
社
、
仏
閣
が
あ
り
、
数

百
年
前
の
書
物
等
も
数
多
く
残
っ

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
な

書
物
等
を
保
管
、
展
示
す
る
郷
土

資
料
館
を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
は
で
き
な
い

も
の
か
と
考
え
ま
す
。
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
等
も
あ
り
ま
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
果
た

す
役
割
を
認
識
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
ろ
そ
ろ
具
体
的
な
計
画
が
必
要

　

火
災
の
早
期
発
見
に
は
火
災
警

報
器
の
設
置
が
有
効
で
あ
り
、
平

成
23
年
以
降
は
全
市
町
村
で
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
の
設

置
率
が
82
・
２
％
、
条
例
適
合
率

が
69
・
４
％
に
対
し
、
本
市
の
設

置
率
は
67
％
、
条
例
適
合
率
は
43

％
と
県
内
自
治
体
の
中
で
は
両
部

門
で
最
下
位
で
あ
り
、
低
い
普
及

率
に
危
機
感
を
抱
き
ま
す
。
早
急

に
火
災
警
報
器
設
置
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
火
災

警
報
器
が
設
置
さ
れ
、
早
期
発
見

や
初
期
消
火
に
つ
な
が
っ
た
件
数

に
つ
い
て
も
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
火
災
警
報
器
を
消
防
職

員
が
取
り
つ
け
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
、
条
例
適
合
率
の
低
水

準
に
対
す
る
早
急
な
対
策
、
設
置

の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
効
果
的

な
方
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。
早
期
発
見
や
初
期
消

火
に
つ
な
が
っ
た
件
数
は
、
平
成

26
年
は
３
件
、
平
成
27
年
は
１
件
、

平
成
28
年
は
２
件
で
、
そ
の
う
ち

早
期
に
発
見
し
、
火
災
に
至
ら
な

か
っ
た
件
数
は
５
件
で
す
。

　

警
報
器
を
共
同
購
入
さ
れ
た
自

治
会
に
、
自
治
会
の
方
と
消
防
職

員
が
設
置
し
た
実
績
が
あ
り
、
今

後
も
高
齢
者
等
か
ら
設
置
等
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
消
防
職
員
が
速
や

か
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

入
谷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
に
つ
い
て

　

本
市
の
学
校
で
は
、
国
や
県
の

安
全
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に

し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
学

校
ご
と
に
策
定
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
学
校
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
教
職
員
の
数
や
学

校
の
規
模
、
通
学
方
法
な
ど
学
校

や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
市
が
学

校
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
学

校
ご
と
に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
設
け
て
い
る
こ
と
は
大
変
評
価

　

ネ
ウ
ボ
ラ
ル
ー
ム
は
、
母
子
手

帳
の
交
付
や
子
育
て
の
指
導
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
よ
う
に
相
談
に

乗
る
寄
り
添
い
型
の
支
援
の
場
で

す
。
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
の
面
接
で
妊
娠
中
や
出
産
後

の
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
相
談
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
産
後
鬱
・
貧

困
・
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
・
Ｄ
Ｖ

ま
で
予
測
し
た
、
一
人
一
人
に
合

っ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
受
け
ら
れ
る
ネ
ウ
ボ
ラ
ル
ー

ム
設
置
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
時
期
に
つ

い
て
、
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
相
談
窓

口
設
置
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

健
康
部
長　

早
い
段
階
で
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

で
き
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
産
後
ケ
ア
事
業
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
、
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
産
婦
等
の

総
合
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

産
後
ケ
ア
事
業
以
外
の
補
助
事
業

に
つ
い
て
も
実
施
の
可
能
性
を
探

り
、
既
存
の
母
子
保
健
事
業
の
充

実
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

本
市
に
最

も
適
切
な
形
で
の
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
向
け
、
先

進
市
や
近
隣
市
の
取
り
組
み
状
況

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

警
報
器
の普及

・
設
置
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
を
増
や
す
方
策
と
し

て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
が
あ
り

ま
す
。
公
共
施
設
等
に
社
名
や
ブ

ラ
ン
ド
名
を
名
称
と
し
て
付
与
す

る
権
利
で
す
が
、
市
の
条
例
等
で

定
め
ら
れ
て
い
る
正
式
な
施
設
名

を
変
更
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
隣
で
は
、
相
模
原
市
の
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
が
相
模
女
子
大
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。
正
式

小
・
中
・
高
等
学
校
の

危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

入
谷
地
区
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
具
体
的
な
建
設
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
と
し

て
大
変
重
要
で
あ
り
、
必
要
性
に

つ
い
て
も
、
十
分
に
認
識
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
３
月
に
座
間
市

公
共
施
設
再
整
備
計
画
基
本
方
針

を
策
定
し
、
今
後
、
座
間
市
公
共

施
設
再
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

再
整
備
計
画
の
中
で
考
え
て
い
き

ま
す
。

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
不
審
者

対
応
な
ど
に
対
し
て
の
記
載
は
あ

る
も
の
の
、
脅
迫
メ
ー
ル
の
対
応

に
つ
い
て
は
取
り
決
め
が
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
者
へ
の
連
絡
や
警
察
、

地
域
の
関
係
団
体
と
の
連
携
と
い

っ
た
対
応
策
を
学
校
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
加
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

教
育
長　

脅
迫
メ
ー
ル
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
記
す
る
方
向
で

学
校
、
教
育
委
員
会
、
関
係
機
関

等
で
内
容
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
警
察
と
の
連
携
を
も

と
に
、
危
険
性
が
あ
れ
ば
緊
急
メ

ー
ル
配
信
、
休
校
又
は
保
護
者
の

引
き
取
り
等
を
依
頼
す
る
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。
信
憑
性

が
薄
い
場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ

て
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
の
不
安

感
を
あ
お
ら
な
い
内
容
で
メ
ー
ル

配
信
、
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
５
面
へ
続
く
）

熊
切　

和
人　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

髙
波　

貴
志　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

内
藤　

幸
男　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

伊
藤　

多
華　
議
員
《
公
明
党
》

相
模
が
丘
地
域
の
有
権
者

入
場
整
理
券
に
周
知
用
チ
ラ
シ

竹
田　

陽
介　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で

自
主
財
源
確
保

加
藤　

学　
議
員
《
公
明
党
》

５
・
16
・
関
東
市
議
会
議
長
会
新
旧

正
副
会
長
会
議

　
　

19
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
93

回
定
期
総
会
…
東
京
都
千

代
田
区

　
　

26
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

30
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

地
対
策
協
議
会
総
会

６
・
２
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

９
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

12
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

13
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

14
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
分
科
会

　
　

15
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

　
　

16
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　

20
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

22
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

23
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
１
回
臨
時
会

　
　

26
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

７
・
３
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

地
対
策
協
議
会
行
政
視
察

…
茨
城
県
小
美
玉
市
、
百

里
基
地

　
　

４
・
県
央
八
市
議
会
議
長
連
絡

協
議
会
定
例
会
及
び
議
長

研
修
会
…
静
岡
県
浜
松
市

（
～
５
）

　
　

５
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
山
口
県
山
口
市
、

福
岡
県
福
津
市
、
古
賀
市

（
～
７
）

　
　

６
・
大
和
斎
場
組
合
議
会
第
１

回
臨
時
会


